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本
能
寺
本
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
訳
注
（
六
）

伊
藤
伸
江
・
奥
田　

勲

　

心
敬
に
は
、
和
歌
と
連
歌
の
自
作
を
お
さ
め
た
全
八
冊
か
ら
な
る
集
『
芝
草
』
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
『
芝
草
』
所
収
の
自
句
、
自
歌

に
み
ず
か
ら
注
を
つ
け
、
弟
子
た
ち
に
適
宜
与
え
て
い
た
。『
芝
草
句
内
岩
橋
』
も
そ
の
よ
う
な
心
敬
の
営
為
に
よ
る
一
作
品
で
あ
り
、
現

在
京
都
の
古
刹
本
能
寺
に
上
下
二
冊
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
と
奥
田
は
、
こ
の
作
品
の
重
要
性
に
鑑
み
、
翻
刻
と
注
釈
を
試
み
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
今
回
の
訳
注
で
扱
っ
た
句
は
秋
か
ら
冬
の
発
句
で
あ
る
。
本
稿
は
伊
藤
が
作
成
し
、
奥
田
と
の
検
討
会
議
を
経
た
も
の
で

あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
本
能
寺
蔵
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
で
あ
る
。
対
校
本
は
、
太
田
武
夫
氏
蔵
文
明
十
一
年
古
写
本
（
文
明
本
）、
同
じ
く
太
田
武

夫
氏
蔵
明
応
十
年
古
写
本
（
明
応
本
）、
中
京
大
学
所
蔵
『
愚
句
芝
草
』（
資
料ID

 0658259

、
請
求
記
号
911.2
／
Sh64
）
の
三
本
で
あ
る
。

　
　

中
京
大
学
本
は
、
江
戸
後
期
の
写
本
で
、
東
寺
執
行
職
を
代
々
勤
め
て
い
る
阿
刀
家
伝
来
の
本
と
思
わ
れ
る
。
序
、
発
句
、
付
句
、
跋

文
を
持
つ
。
文
明
本
、
明
応
本
共
に
跋
文
は
な
く
、
こ
の
点
で
中
京
大
学
本
は
和
歌
と
連
歌
の
自
作
を
お
さ
め
た
集
か
ら
、
連
歌
の
み

の
形
で
整
え
た
形
を
は
っ
き
り
見
せ
て
い
る
。
今
回
よ
り
中
京
大
学
本
も
加
え
、
校
異
を
考
え
て
い
く
が
、
こ
の
う
ち
、
現
在
太
田
武
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夫
氏
蔵
二
本
の
閲
覧
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
両
本
と
の
対
校
は
原
本
に
よ
っ
て
は
な
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
本
は
横
山
重
・

野
口
英
一
校
訂
『
心
敬
集　

論
集
』（
吉
昌
社
・
昭
和
二
一
）
の
翻
刻
に
依
っ
た
の
で
、
不
審
な
点
は
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。
略
称
と

し
て
文
明
本
は
「
文
」、
明
応
本
は
「
明
」、
中
京
大
学
蔵
『
連
歌
愚
句
』
は
「
中
」
と
す
る
。

一
、
翻
字
本
文
は
、
本
能
寺
本
を
厳
密
に
翻
刻
し
、
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
校
注
者
が
〈　

〉
書
き
で
「
マ

マ
」
と
注
し
た
。

一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
、
句
読
点
を
補
っ

た
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢

字
表
記
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
（　

）
書
き

で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
た
。
翻
字
本
文
と
の
相
違
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翻
字
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
注
釈
本
文
の
各
句
に
は
、
便
宜
上
、
校
注
者
に
よ
る
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
訳
注
に
お
い
て
は
、【
校
異
】、【
他
出
文
献
】、【
語
釈
】、【
現
代
語
訳
】
の
項
目
を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】【
補
説
】
等
の

項
目
も
設
け
た
。

一
、【
他
出
文
献
】
に
あ
げ
た
心
敬
の
作
品
集
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

心
玉
集
（
野
坂
氏
本
）
↓
心
玉
集
（
野
）　

心
玉
集
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
↓
心
玉
集
（
静
）

　
　

心
玉
集
拾
遺
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
↓
心
玉
集
拾
遺
（
静
）

　
　

芝
草
内
連
歌
合
（
天
理
本
）
↓
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）

　
　

芝
草
内
連
歌
合
（
松
平
文
庫
本
）
↓
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）

　
　

於
関
東
発
句
付
句
（
吉
田
文
庫
本
）

　
　

心
敬
僧
都
百
句
（
岩
瀬
文
庫
本
）

　
　
　

ま
た
、
芝
草
句
内
発
句
の
う
ち
、
吾
妻
下
向
発
句
草
に
お
さ
め
ら
れ
た
句
は
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
と
記
し
た
。
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そ
の
他
の
他
出
文
献
に
関
し
て
は
、
以
下
の
通
り
扱
う
。

　
　

宗
砌
等
日
発
句
（
大
東
急
記
念
文
庫
本
）
は
、
宗
砌
等
日
発
句
、
年
中
日
発
句
（
金
子
本
）
は
、
専
順
等
日
発
句
（
金
子
本
）、
玉
連

集
は
専
順
等
日
発
句
（
伊
地
知
本
）
の
名
称
及
び
句
番
号
を
『
連
歌
大
鑑
』
に
よ
り
用
い
る
。

一
、【
語
釈
】【
考
察
】【
補
説
】
に
あ
げ
た
和
歌
、
連
歌
、
歌
論
、
連
歌
論
な
ど
の
引
用
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
読
解
に
有
効
と
考

え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
片
仮
名

な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
、
漢
字
等
に
改
め
た
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

秋
風
に
帰
ら
は
雪
の
み
や
こ
か
な

　
　
　

白
川
の
関
に
て
の
ほ
つ
句
な
れ
は
也
い
つ
れ
に
も
例
の

　
　
　

能
因
法
師
か
古
こ
と
を
引
か
へ
た
る
は
か
り
也

【
校
異
】

秋
風
―
秋
か
せ
（
中
）　

帰
ら
は
―
か
へ
ら
は
（
文
、
中
）　

み
や
こ
―
都
（
明
、
中
）　

ほ
つ
く
―
発
句
（
文
、
明
、
中
）　

例
の
―
な
し

（
文
）　

古
こ
と
―
古
事
（
明
）　

は
か
り
也
―
也
（
文
）、
計
也
（
明
）、
斗
也
（
中
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

71
、
秋
風
に
帰
ら
ば
雪
の
都
か
な

　
　
　

白
河
の
関
に
て
の
発
句
な
れ
ば
な
り
。
い
づ
れ
に
も
例
の

　
　
　

能
因
法
師
が
古
言
を
引
き
か
へ
た
る
ば
か
り
な
り
。



66

【
語
釈
】
◯
秋
風
に
…
秋
風
が
吹
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
。「
七
夕
の
ひ
れ
ふ
る
袖
の
秋
風
に
か
へ
る
は
け
さ
の
別
な
り
け
り
」（
続
後
拾

遺
・
秋
上
・
文
保
百
首
奉
り
け
る
時
・
前
大
納
言
実
教
・
160
）。「
わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ぢ
に
お
ふ
る
く
ず
の
は
の
秋
風
ふ
か
ば
今
か
へ
り
こ

む
」（
拾
遺
集
・
別
・
題
し
ら
ず
・
306
・
よ
み
人
し
ら
ず
）。
◯
雪
の
都
…
雪
の
降
る
都
。「
こ
こ
ろ
ま
つ
ゆ
き
て
そ
す
め
る
や
ま
の
お
く
／

ゆ
き
の
み
や
こ
の
と
り
の
ひ
と
こ
ゑ
」（
吾
妻
辺
云
捨
・
551
／
552
）。『
竹
林
抄
』、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
の
と
る
「
花
の
都
」
な
ら
ば
、
桜
の

花
が
満
開
に
咲
く
、
春
爛
漫
の
風
情
の
都
。
◯
白
川
の
関
…
現
在
の
福
島
県
白
河
市
旗
宿
関
ノ
森
。
古
代
、
下
野
国
か
ら
陸
奥
国
へ
の
関
門

で
あ
り
、
奥
州
三
関
の
一
つ
。
◯
能
因
法
師
が
古
ご
と
…
能
因
法
師
が
白
河
の
関
で
詠
ん
だ
と
い
う
古
い
歌
。「
都
を
ば
霞
と
と
も
に
た
ち

し
か
ど
秋
風
ぞ
吹
く
白
河
の
関
」（
後
拾
遺
集
・
羈
旅
・「
み
ち
の
く
に
に
ま
か
り
く
だ
り
け
る
に
、
し
ら
か
は
の
せ
き
に
て
よ
み
は
べ
り
け

る
」・
518
・
能
因
法
師
）
を
さ
す
。
能
因
法
師
は
、
平
安
中
期
の
僧
侶
歌
人
。
永
延
二
年
（
988
）
〜
没
年
未
詳
。
和
歌
に
強
い
愛
好
心
を
い

だ
き
、「
す
き
者
」
と
し
て
有
名
。
陸
奥
へ
旅
し
た
。
◯
引
き
か
へ
た
る
…
取
り
替
え
て
い
る
。
能
因
の
歌
の
、
春
に
出
立
、
秋
に
到
着
と

い
う
と
こ
ろ
を
、
秋
に
出
立
、
真
冬
に
到
着
と
詠
み
か
え
た
こ
と
を
い
う
。
秋
に
出
て
、
春
に
都
に
着
く
と
す
る
形
の
方
が
能
因
の
歌
の
季

節
を
逆
に
し
た
点
、
わ
か
り
や
す
い
が
、
補
説
で
述
べ
る
よ
う
に
、
心
敬
自
身
は
冬
の
帰
京
を
詠
み
こ
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
584

心
玉
集
拾
遺
1749
（
第
三
句
「
花
の
み
や
こ
哉
」）、
竹
林
抄
1749
（
第
三
句
「
花
の
宮
古
か
な
」）、
新
撰
菟
玖
波
集
3770
（
詞
書
「
白
河
の
関
に

て
」、
第
三
句
「
花
の
都
か
な
」）　

大
発
句
帳
5844
（
第
三
句
「
花
の
み
や
こ
か
な
」）

【
補
説
】「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
文
明
二
年
秋
の
句
。
文
明
二
年
に
は
、
日
光
・
会
津
・
白
河
の
旅
に
出
て
い
る
が
、
こ
の
句
は

『
竹
林
抄
』
に
、
直
前
の
句
と
合
わ
せ

　
　
　
　
　

白
河
の
関
見
侍
り
け
る
に
修
理
大
夫
入
道
の
も
と
に
て

　
　

1748
関
も
関
木
末
も
秋
の
梢
か
な　
　
　
　

心
敬

　
　
　
　
　

同
所
よ
り
立
帰
り
け
る
時
、
人
の
は
な
む
け
し
侍
し
会
に

　
　

1749
秋
風
に
帰
ら
ば
花
の
宮
古
か
な
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と
あ
り
、
白
河
搦
目
城
主
結
城
修
理
大
夫
直
朝
の
も
と
の
滞
在
か
ら
出
立
す
る
際
の
連
歌
の
発
句
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

異
同
に
関
し
て
、『
竹
林
抄
』『
心
玉
集
拾
遺
』
で
は
、「
花
の
都
」
で
あ
り
、
春
の
帰
京
と
な
る
が
、『
芝
草
句
内
岩
橋
』
の
四
伝
本
は

「
雪
の
都
」
で
異
同
は
な
い
。『
心
玉
集
拾
遺
』
の
表
記
は
『
竹
聞
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
そ
ら
く
心
敬
よ
り
後
の
改
変

で
あ
ろ
う
。

　
　

正
廣
云
、
雪
ニ
テ
ハ
ち
か
し
、
花
ノ
都
ニ
テ
可
宜
ト
ア
リ
、
宗
祇
同
心
し
て
新
撰
ニ
花
ノ
都
ト
入

正
広
が
、
白
河
の
関
か
ら
帰
京
す
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、「
雪
」
で
は
、
都
に
帰
り
つ
い
た
時
期
が
近
す
ぎ
る
の
で
、「
花
」
の
時
期
が
適

当
で
あ
る
と
述
べ
、
宗
祇
も
そ
れ
に
同
意
し
て
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
は
「
花
」
と
し
て
入
れ
た
と
い
う
。
撰
集
に
際
し
て
の
編
纂
事
情
が

わ
か
る
注
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
心
敬
自
身
は
、
秋
と
春
と
い
う
時
期
の
対
比
を
句
に
盛
り
込
ん
で
華
や
か
に
仕
立
て
た
の
で
は
な
く
、
秋
が
去
っ
て
い
く
白
河

の
関
か
ら
自
ら
も
去
り
、
冬
の
都
へ
と
歩
む
、
凍
て
つ
く
季
節
に
心
細
く
旅
を
し
て
い
く
心
情
を
大
切
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

【
現
代
語
訳
】

秋
風
が
吹
き
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
白
河
の
関
か
ら
帰
っ
て
い
っ
た
な
ら
ば
、
雪
が
降
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
時
期
の
都
に
帰
り
着
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
な
あ
。

　
　
　

白
河
の
関
で
詠
ん
だ
発
句
な
の
で
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
の
例
の
能
因
法
師
の
古
歌
を

逆
の
形
に
詠
み
か
え
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

真
ふ
り
手
か
紅
ひ
た
す
秋
の
水

　
　
　

紅
を
い
た
す
を
は
ま
ふ
り
手
と
て
い
か
は
か
り
も
手

　
　
　

に
て
ふ
り
い
た
せ
は
也
水
の
紅
葉
に
似
た
れ
は
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【
校
異
】

真
ふ
り
手
か
―
ま
ふ
り
て
か
（
文
、
明
）、
ま
ふ
り
手
か
（
中
）　

紅
ひ
た
す
秋
―
く
れ
な
ひ
ひ
た
す
あ
き
（
文
）、
紅
ひ
た
す
秋
（
中
）　

紅

を
い
た
す
を
は
―
く
れ
な
ゐ
を
い
た
す
を
（
明
）、
紅
出
す
を
は
（
中
）　

ま
ふ
り
手
―
ま
ふ
り
て
（
文
、
明
、
中
）　

い
か
は
か
り
―
い
か

計
（
文
、
明
）　

い
た
せ
は
―
出
せ
は
（
明
、
中
）　

紅
葉
―
も
み
ち
（
中
）　

似
た
れ
は
―
似
た
る
と
也
（
文
）

※
な
お
、
連
歌
大
観
は
発
句
に
関
し
「
真
ふ
り
手
は
」、
注
二
行
目
に
関
し
「
こ
そ
ふ
り
い
た
せ
ば
」
と
す
る
が
、「
真
ふ
り
手
か
」「
に
て

ふ
り
い
た
せ
は
」
で
あ
ろ
う
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

72
、
真

（
ま
ふ
）振

り
手

（
で
）

か
紅
ひ
た
す
秋
の
水

　
　
　

紅
を
い
だ
す
を
ば
真
振
り
手
と
て
、
い
か
ば
か
り
も
手

　
　
　

に
て
ふ
り
い
だ
せ
ば
な
り
。
水
の
紅
葉
に
似
た
れ
ば
。

【
語
釈
】
◯
真

（
ま
ふ
）振

り
手

（
で
）

…
紅
を
た
い
そ
う
鮮
や
か
に
溶
か
し
だ
し
て
、
染
め
る
こ
と
。
ま
た
、
染
め
た
色
。「
振
り
出
」
が
、
紅
を
水
に
振
り

だ
し
て
染
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
雨
が
降
り
出
す
「
降
り
出
」
と
掛
け
て
使
う
。
時
雨
は
紅
色
で
は
な
い
の
に
、
紅
に
木
々
の
葉
を
染

め
て
い
く
こ
と
を
詠
む
。「
ま
ふ
り
で
の
色
に
し
ぐ
れ
や
そ
め
つ
ら
ん
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
衣
で
の
森
」（
風
情
集
・
紅
葉
・
268
）。「
立
田
川
時

雨
の
雨
の
ま
ふ
り
で
に
紅
ひ
た
す
秋
の
し
ら
浪
」（
心
敬
集
・
紅
葉
浮
水
・
146
（
応
仁
元
年
百
首
））。
◯
紅
ひ
た
す
…
紅
葉
が
水
一
面
に
あ

で
や
か
に
浮
か
ん
で
い
る
様
。
水
が
紅
葉
の
葉
で
美
し
く
染
め
ら
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
業
平
歌
「
ち
は
や
ふ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜
田
川
か

ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は
」（
古
今
集
・
秋
下
・
294
・
在
原
業
平
）
以
来
、「
く
く
る
」
に
よ
り
「
く
れ
な
ゐ
く
く
る
」
と
表
現
さ
れ

た
。
し
か
し
、
心
敬
は
『
応
仁
元
年
百
首
』
で
「
紅
葉
浮
水
」
題
を
「
紅
ひ
た
す
」
と
詠
ん
で
お
り
、『
応
仁
元
年
百
首
』
の
当
該
歌
注
も

「
此
川
水
に
も
み
ぢ
う
か
べ
る
面
か
げ
、
た
つ
た
ひ
め
の
袖
か
と
あ
や
ま
た
れ
侍
る
な
り
」
と
注
す
る
（
大
谷
俊
太
氏
「
新
出
・
新
潟
吉
田

文
庫
蔵
『
心
敬
難
題
百
首
自
注
』
に
つ
い
て
│
付
翻
刻
・
校
異
│
」）。
そ
こ
か
ら
、
こ
こ
は
染
め
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
紅
葉
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が
水
に
浮
か
ん
で
い
る
様
を
表
現
し
て
い
る
と
わ
か
る
。
◯
秋
の
水
…
漢
語
「
秋
水
」
の
訓
読
。
白
氏
文
集
等
に
使
わ
れ
、
文
集
百
首
に
歌

語
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。「
秋
の
水
は
秋
の
空
に
ぞ
成
り
に
け
る
し
ろ
き
浪
ま
に
う
つ
る
山
か
げ
」（
拾
玉
集
・
礙
㍾日
暮
山
青
蔟
々
、
浸
㍾

天
秋
水
白
茫
々
・
1941
）。
冷
た
く
透
明
な
様
が
詠
ま
れ
る
。
心
敬
は
「
げ
に
も
水
程
感
情
ふ
か
く
清
涼
な
る
も
の
な
し
。
…
秋
の
水
と
聞
け

ば
、
心
も
冷
々
清
々
た
り
。」（
ひ
と
り
ご
と
）
と
述
べ
て
、
水
の
清
ら
か
さ
を
愛
し
て
い
た
。「
枕
の
下
の
月
は
す
さ
ま
じ
／
秋
の
水
漲
る

山
に
旅
寝
し
て
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・

旅
・
2180
／
2181
・
詠
み
人
し
ら
ず
）。
◯
水
の
紅
葉
に
似
た
れ
ば
…
水
の
表
面
が
、
紅
葉
の
葉
が
落
ち

広
が
っ
て
、
紅
葉
し
た
木
々
の
様
子
に
似
通
っ
て
い
る
の
で
。「
山
風
に
し
ぐ
れ
こ
き
お
ろ
す
立
田
川
ぬ
れ
て
色
こ
き
水
の
紅
葉
葉
」（
洞
院

摂
政
家
百
首
・
紅
葉
・
701
・
藤
原
教
実
）。

【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
335

【
現
代
語
訳
】

紅
を
鮮
や
か
に
水
に
溶
か
し
て
染
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
時
雨
が
降
り
出
し
て
染
ま
っ
た
紅
色
の
紅
葉
が
、
ま
ふ
り
で
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
水

の
中
に
ひ
た
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
澄
み
切
っ
た
秋
の
水
。

　
　
　

紅
を
と
か
し
出
す
の
を
真
振
り
手
と
い
っ
て
、
い
く
ら
で
も
、
手
を
使
っ
て
振
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
（
こ
の
よ
う
に
表
現
し

た
の
で
）
あ
る
。
水
面
が
紅
葉
の
広
が
っ
て
い
る
さ
ま
に
似
通
っ
て
い
る
の
で
（
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
の
で
あ
る
）。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

き
く
ほ
と
は
月
を
わ
す
る
ゝ
し
く
れ
哉

　
　
　

深
夜
な
と
に
時
雨
の
こ
ほ
れ
侍
る
を
き
く
た
ゝ
ち

　
　
　

に
は
月
に
う
ら
め
し
き
事
を
も
忘
る
ゝ
感
情
ふ
か
し
と
也

【
校
異
】

き
く
ほ
と
は
―
聞
ほ
と
は
（
明
）　

わ
す
る
ゝ
―
忘
る
ゝ
（
明
）　

し
く
れ
哉
―
し
く
れ
か
な
（
文
）、
時
雨
哉
（
明
）、
時
雨
か
な
（
中
）　
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き
く
―
聞
（
明
）　

月
に
―
ナ
シ
（
文
）　

忘
る
ゝ
―
忘
る
ゝ
計
（
明
）、
わ
す
る
ゝ
（
中
）　

感
情
ふ
か
し
―
か
ん
せ
ひ
ふ
か
し
（
文
）、
感

情
深
し
（
明
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

73
、
聞
く
ほ
ど
は
月
を
忘
る
る
時
雨
か
な

　
　
　

深
夜
な
ど
に
、
時
雨
の
こ
ぼ
れ
侍
る
を
聞
く
。
直
ち

　
　
　

に
は
、
月
に
う
ら
め
し
き
こ
と
を
も
忘
る
る
、
感
情
ふ
か
し
と
な
り
。

【
語
釈
】
◯
月
を
忘
る
る
…
月
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
時
雨
の
降
り
く
る
音
の
情
趣
が
、
一
つ
の
美
の
極
致
で
あ
る
は
ず
の
、
照
り
輝
く
月
の

光
も
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
。
時
雨
の
際
に
は
、
月
は
隠
れ
て
み
え
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
時
雨
の
魅

力
を
詠
ま
ん
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
句
境
は
珍
し
く
、「
紅
葉
に
や
月
を
忘
れ
し
初
時
雨
」（
再
昌
第
五
・
939
・
今
日
発
句
（
永
正
二
年
九

月
））
の
よ
う
に
、
時
雨
に
染
め
ら
れ
た
紅
葉
の
美
と
あ
わ
せ
て
時
雨
を
称
揚
す
る
句
は
あ
る
が
、
雨
音
の
み
で
月
の
美
を
越
え
る
と
す
る

も
の
は
他
に
見
受
け
ら
れ
な
い
。
◯
直
ち
に
は
…
そ
の
結
果
、
す
ぐ
に
、
す
ぐ
さ
ま
。
◯
月
に
う
ら
め
し
き
こ
と
…
時
雨
を
降
ら
す
雲
が
月

を
覆
い
隠
す
の
で
、
月
を
見
よ
う
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
な
こ
と
。
◯
感
情
深
し
…
し
み
じ
み
と
感
動
が
深
い
。『
竹
聞
』

は
、「
時
雨
ノ
感
也
、
お
も
し
ろ
き
也
」
と
記
す
。

【
他
出
文
献
】
竹
林
抄
1783
、
新
撰
菟
玖
波
集
3803
、
心
玉
集
877
、
心
玉
集
（
野
）
339
、
芝
草
句
内
発
句
350
、
芝
草
内
連
歌
合
（
天
理
）
2620
、
芝

草
内
連
歌
合
（
松
）
85
、
大
発
句
帳
6000

【
現
代
語
訳
】

聞
い
て
い
る
時
に
は
、
雲
に
隠
れ
た
月
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
哀
れ
深
い
時
雨
の
音
で
あ
る
こ
と
よ
。

　
　
　

深
夜
な
ど
に
、
時
雨
が
降
り
こ
ぼ
れ
て
い
る
雨
音
を
聞
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
、
時
雨
が
降
れ
ば
、
月
を
眺
め
る
た
め
に

は
残
念
な
こ
と
だ
と
い
う
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
わ
せ
る
時
雨
は
、
し
み
じ
み
と
哀
れ
深
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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【
翻
刻
】

こ
と
の
葉
に
さ
む
き
い
ろ
そ
ふ
風
も
か
な

　
　
　

木
か
ら
し
は
さ
し
も
さ
え
こ
ほ
り
侍
れ
は
わ
か
哥
道

　
　
　

の
あ
た
ゝ
か
な
る
方
を
さ
そ
ひ
う
し
な
ひ
侍
れ
か
し
と
也

【
校
異
】

こ
と
の
葉
に
―
こ
と
の
は
に
（
文
）、
言
葉
に
（
明
）　

さ
む
き
い
ろ
―
寒
き
色
（
文
、
明
）、
さ
む
き
色
（
中
）　

木
か
ら
し
は
―
木
枯
は

（
文
、
中
）、
さ
し
も
さ
え
―
さ
も
寒
（
中
）　

こ
ほ
り
―
氷
（
文
、
明
、
中
）　

わ
か
―
我
（
文
、
明
）、
我
か
（
中
）　

哥
道
―
哥
の
道
（
中
）　

う
し
な
ひ
侍
れ
―
う
し
な
へ
（
明
）、
失
侍
れ
（
中
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

74
、
言
の
葉
に
寒
き
色
添
ふ
風
も
が
な

　
　
　

木
枯
し
は
、
さ
し
も
さ
え
こ
ほ
り
侍
れ
ば
、
我
が
歌
道

　
　
　

の
あ
た
た
か
な
る
方
を
誘
ひ
失
ひ
侍
れ
か
し
と
な
り
。

【
語
釈
】
◯
言
の
葉
…
言
葉
。
こ
こ
で
は
、
心
敬
自
身
の
歌
の
言
葉
。
ま
た
、「
寒
き
色
」
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
、
松
の
葉
を
掛
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
◯
寒
き
色
添
ふ
…
寒
々
し
い
色
が
加
わ
る
。「
寒
き
色
」
は
、
中
世
ま
で
の
和
歌
で
は
多
く
冬
の
寒
冷
な
気
候
の
中
の
自
然

の
緑
、
特
に
松
の
緑
の
様
を
い
っ
た
。「
す
み
よ
し
の
梢
の
雪
の
下
み
ど
り
風
よ
り
も
猶
寒
き
色
か
な
」（
拾
玉
集
・
冬
・
1592
）。「
し
も
ゆ
き

に
つ
れ
な
き
ま
つ
の
ふ
ゆ
の
こ
こ
ろ
そ
こ
に
こ
た
へ
て
さ
む
き
色
み
ゆ
」（
伏
見
院
御
集
・
冬
松
・
1530
）。
連
歌
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
広
く

月
や
日
、
水
、
山
の
様
、
草
、
露
な
ど
が
表
現
さ
れ
て
き
た
。「
子
日
せ
し
野
へ
の
松
虫
又
鳴
て
／
今
は
た
袖
の
露
さ
む
き
色
」（
河
越
千
句

第
九
百
韻
・
47
／
48
・
心
敬
／
満
助
）。「
寒
き
色
あ
る
山
の
浮
雲
／
た
に
ふ
か
き
い
づ
み
の
う
へ
に
か
せ
ふ
き
て
」（
心
敬
専
順
点
宗
祇
付
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句
・
399
）。
こ
の
句
で
は
、
木
の
葉
を
吹
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
あ
た
り
の
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
木
枯
ら
し
の
訪
れ
を
願
う
の
と
、
自
ら
の
歌

の
言
葉
に
透
徹
し
た
色
を
添
え
る
、
そ
の
よ
う
な
歌
風
を
願
う
気
持
ち
が
合
わ
せ
詠
ま
れ
て
お
り
、
冷
た
く
ひ
き
し
ま
っ
た
凛
と
し
た
詠
み

ぶ
り
が
加
わ
る
こ
と
を
も
い
う
。
◯
風
…
自
注
で
述
べ
る
よ
う
に
、
表
面
上
は
木
枯
ら
し
を
意
味
す
る
が
、
歌
の
風
で
あ
り
、
詠
風
、
詠
歌

の
傾
向
を
い
う
。「
敷
島
の
道
の
春
風
霞
み
き
て
た
が
こ
と
の
は
も
色
ぞ
添
行
く
」（
草
根
集
・
初
春
霞
・
198
）。「
学
び
え
よ
こ
ひ
ね
が
は
し

き
み
な
月
の
風
の
す
が
た
を
大
和
こ
と
の
は
」（
草
根
集
・
夏
風
・
3065
）。
◯
さ
え
こ
ほ
る
…
冷
た
く
こ
ご
え
る
こ
と
。「
さ
え
こ
ほ
る
嵐
の

風
を
身
に
し
め
て
独
ぞ
み
つ
る
あ
り
明
の
月
」（
宝
治
百
首
・
冬
月
・
2280
・
西
園
寺
実
氏
）。「
さ
え
こ
ほ
る
嵐
も
よ
し
や
朝
な
朝
な
か
れ
て

花
開
く
霜
の
浅
茅
生
」（
松
下
集
・
三
百
六
十
番
自
歌
合
・
寒
草
霜
・
2968
）。
◯
あ
た
た
か
な
る
…
歌
に
お
い
て
、
そ
の
詠
み
ぶ
り
が
透
徹
し

た
鋭
さ
を
持
つ
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
緊
張
感
が
欠
落
し
て
い
る
様
。「
一
、
心
持
ち
肝
要
に
て
候
。（
中
略
）
心
は
ふ
か
く
欲
心
を
か
ま
へ
、

あ
た
た
か
な
る
あ
て
が
ひ
に
て
、
詞
ば
か
り
に
う
く
・
つ
ら
き
・
か
な
し
き
・
あ
ぢ
き
な
き
・
世
を
い
と
ふ
・
身
を
捨
つ
る
と
の
み
い
へ
ど

も
、
か
た
は
ら
い
た
く
こ
そ
候
へ
。
し
み
こ
ほ
り
も
せ
ず
候
。」（
心
敬
法
印
庭
訓
）。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
880
、
心
玉
集
（
野
）
342
、
芝
草
句
内
発
句
359
、
芝
草
内
連
歌
合
（
天
理
本
）
2622
、
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）
87

【
補
説
】
連
歌
で
、「
寒
き
色
添
ふ
」
景
物
と
し
て
月
や
日
、
水
、
山
の
様
、
草
、
露
な
ど
が
表
現
さ
れ
て
き
た
中
で
、「
言
の
葉
」
は
特
異

で
あ
り
、
発
句
に
お
い
て
も
み
ず
か
ら
の
心
情
を
強
く
表
面
に
出
す
心
敬
ら
し
さ
が
見
え
る
句
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、「
言
の
葉
」
へ
の

思
い
か
ら
は
、
緊
張
感
を
持
っ
て
和
歌
・
連
歌
表
現
を
選
び
抜
き
、
物
事
の
真
実
の
姿
に
迫
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
句
は

文
明
五
年
の
『
芝
草
内
連
歌
合
』（
天
理
本
）
で
は
、
こ
の
句
は
「
色
残
す
か
ざ
し
の
荻
の
枯
葉
か
な
」
と
番
わ
せ
ら
れ
、「
吉
持
」
と
判
定

さ
れ
て
い
る
（『
芝
草
内
連
歌
合
』（
松
平
本
）
も
同
じ
）。
源
氏
を
詠
み
こ
ん
だ
本
説
の
句
と
め
ざ
す
べ
き
歌
境
の
獲
得
を
願
う
気
持
ち
を

言
葉
の
掛
け
で
示
し
た
句
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
心
敬
の
中
で
は
、
両
句
は
、
類
似
の
意
識
か
ら
技
巧
を
こ
ら
し
て
作
ら
れ
た
句
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

【
現
代
語
訳
】

木
枯
ら
し
に
よ
っ
て
、
木
の
葉
に
寒
々
と
し
た
色
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
の
歌
の
言
の
葉
に
も
、
寒
く
冷
え
さ
び
て
、
澄
み
き
っ
た
調
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子
が
加
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
詠
風
が
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
　
　

木
枯
ら
し
は
あ
れ
ほ
ど
冷
た
く
凍
る
も
の
な
の
で
す
か
ら
、
私
の
歌
の
道
の
、
ぬ
る
く
緊
張
感
の
な
い
言
葉
を
誘
っ
て
取
り
去
っ
て

ほ
し
い
で
す
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

ゆ
く
人
の
木
葉
に
な
せ
る
時
雨
か
な

　
　
　

人
の
行
か
ふ
を
見
て
さ
て
は
雨
に
は
あ
ら
す
と
み
た
る
斗
也

【
校
異
】

ゆ
く
―
行
（
明
、
中
）　

時
雨
か
な
―
し
く
れ
か
な
（
文
）、
時
雨
哉
（
明
）、
し
く
れ
哉
（
中
）　

見
て
―
み
て
（
明
）　

さ
て
は
雨
に
は
あ

ら
す
と
―
扨
は
雨
に
は
非
と
（
明
）　

み
た
る
斗
也
―
み
た
る
也
（
文
）、
也
（
明
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

75
、
行
く
人
の
木
の
葉
に
な
せ
る
時
雨
か
な

　
　
　

人
が
行
き
交
ふ
を
見
て
、
さ
て
は
雨
に
は
あ
ら
ず
と
見
た
る
ば
か
り
な
り
。

【
語
釈
】
◯
木
の
葉
に
な
せ
る
…
時
雨
が
降
る
音
で
は
な
く
、
木
の
葉
が
散
り
降
る
音
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
こ
と
。
時
雨
の
降
る
音
は
、
木

の
葉
の
散
る
音
と
紛
う
の
で
、
木
の
葉
が
し
き
り
に
散
る
音
は
、
時
雨
の
音
に
た
と
え
ら
れ
「
木
の
葉
時
雨
」「
木
の
葉
し
ぐ
る
る
」
な
ど

と
歌
に
も
詠
ま
れ
る
。
木
の
葉
が
散
る
音
と
時
雨
が
降
る
音
を
共
に
感
じ
る
こ
と
で
、
初
冬
の
寂
し
さ
が
一
層
強
く
感
じ
ら
れ
て
く
る
こ
と

に
な
る
。「
ま
ば
ら
な
る
槙
の
板
屋
に
音
は
し
て
も
ら
ぬ
時
雨
や
木
の
葉
な
る
ら
ん
」（
千
載
集
・
冬
・
崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る

と
き
、
落
葉
の
う
た
と
て
よ
め
る
・
藤
原
俊
成
・
404
）。「
ふ
り
ま
じ
る
を
と
ぞ
た
え
せ
ぬ
神
無
月
木
葉
ゝ
風
に
雲
は
時
雨
に
」（
草
根
集
・

落
葉
・
10979
）。
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【
補
説
】
73
同
様
、
時
雨
の
雨
音
を
主
題
に
詠
ん
だ
発
句
だ
が
、
冬
に
向
か
う
季
節
の
寂
し
さ
を
根
底
に
持
ち
な
が
ら
も
、
表
面
上
は
軽
い

発
見
の
お
も
し
ろ
み
で
詠
ん
で
い
る
。

　

時
雨
は
、
人
の
心
に
寂
寥
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
時
雨
の
雨
音
も
、
木
の
葉
の
降
り
落
ち
る
音
も
、
ど
ち
ら
も
「
ふ
る
」（
降

る
・
古
る
）
ゆ
え
に
、
我
が
身
の
憂
愁
と
孤
独
な
日
々
の
自
覚
と
に
つ
な
が
る
。「
ま
き
の
や
に
こ
の
は
し
ぐ
れ
と
ふ
り
は
て
て
そ
で
に
と

ま
る
は
な
み
だ
な
り
け
り
」（
続
古
今
集
・
1613
・
法
印
覚
寛
）。
そ
の
よ
う
な
、
寂
し
さ
を
誘
う
二
つ
の
音
を
、
人
の
行
き
来
を
目
に
す
る
こ

と
で
あ
ら
た
め
て
捉
え
な
お
し
た
句
。
根
底
に
は
孤
独
を
た
た
え
て
お
り
、
通
る
人
も
去
り
ゆ
き
、
い
ず
れ
は
静
寂
と
孤
独
に
つ
つ
ま
れ

る
、
そ
の
前
の
一
瞬
の
景
。

【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
351

【
現
代
語
訳
】

行
き
交
う
人
の
姿
に
よ
っ
て
、
聞
こ
え
て
い
る
の
が
、
木
の
葉
の
降
り
落
ち
る
音
だ
と
わ
か
る
。
今
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
の
は
偽
の
時
雨
の

音
で
あ
る
こ
と
よ
。

　
　
　

人
が
行
き
交
う
の
を
み
て
、
時
雨
が
降
っ
て
い
る
音
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
で
は
時
雨
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
、
と
思
っ
た

だ
け
で
あ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

色
の
こ
す
か
さ
し
の
荻
の
か
れ
葉
哉

　
　
　

神
な
月
十
日
あ
ま
り
の
比
人
の
住
吉
法
楽
と
て

　
　
　

興
行
し
侍
れ
は
也
か
の
す
ま
よ
り
の
か
へ
り
ま
う
し

　
　
　

に
住
吉
ま
う
て
し
神
楽
な
と
さ
せ
給
ひ
し
の
ち

　
　
　

比
し
も
感
情
ふ
か
く
松
の
は
け
し
き
は
か
り
う
ち
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時
雨
な
と
し
侍
れ
は
神
楽
の
後
頭
中
将
か
な
て
給
へ

　
　
　

と
て
に
は
か
の
事
に
侍
れ
は
う
へ
の
袖
を
ほ
こ
ろ
は
し

　
　
　

荻
の
か
れ
枝
を
か
さ
し
て
ま
ひ
給
へ
る
え
ん
ふ
か
き

　
　
　

こ
と
を
思
ひ
い
た
し
て
申
侍
り
此
発
句
は
当
座

　
　
　

事
の
外
あ
ひ
に
あ
へ
る
と
て
感
し
侍
し
な
り
耳
の
あ
る

　
　
　

連
衆
た
ち
に
て
侍
し
か
は
い
か
ほ
と
面
目
か
ま
し
か
り
し
事
也

【
校
異
】

の
こ
す
―
残
す
（
文
、
明
）　

か
れ
葉
哉
―
枯
葉
か
な
（
文
）、
枯
葉
哉
（
明
）、
か
れ
は
哉
（
中
）　

神
な
月
―
神
無
月
（
文
、
明
、
中
）　

あ
ま
り
の
比
―
余
の
比
（
文
）　

人
の
―
ナ
シ
（
明
）　

興
行
し
侍
れ
は
也
―
人
の
興
行
し
侍
れ
は
（
明
）　

か
の
す
ま
よ
り
の
―
彼
須
磨
よ

り
の
（
文
、
中
）、
彼
須
磨
よ
り
（
明
）　

か
へ
り
ま
う
し
に
―
帰
り
申
に
（
中
）　

住
吉
ま
う
て
し
―
住
吉
ま
う
て
し
て
（
文
）、
住
吉
詣
し

（
明
）　

な
と
―
ナ
シ
（
中
）　

さ
せ
給
ひ
し
の
ち
―
さ
せ
給
し
彼
（
文
）、
せ
さ
せ
給
し
に
（
明
）、
さ
せ
給
し
後
（
中
）　

感
情
―
か
ん
せ
ひ

（
文
）　

松
の
は
け
し
き
は
か
り
―
松
の
気
色
計
（
文
）、
松
の
葉
の
気
し
き
は
か
り
（
明
）、
松
の
葉
気
色
斗
（
中
）　

う
ち
時
雨
―
打
時
雨

（
明
）、
う
ち
し
く
れ
（
中
）　

神
楽
の
後
―
神
楽
の
ゝ
ち
（
文
）　

に
は
か
の
事
に
―
俄
の
こ
と
に
（
文
）、
俄
の
事
に
て
（
明
）、
俄
の
事
に

（
中
）　

う
へ
の
―
上
の
（
文
）　

か
れ
枝
―
古
枝
（
文
）、
枯
葉
（
明
）　

ま
ひ
給
へ
る
―
舞
給
へ
る
（
文
、
中
）、
舞
給
へ
は
（
明
）　

え
ん

ふ
か
き
こ
と
を
―
え
ん
ふ
か
き
事
を
（
文
、
明
、
中
）　

申
侍
り
―
申
侍
（
文
）、
申
合
侍
り
（
明
）　

此
―
ナ
シ
（
文
）　

当
座
事
の
外
―
当

座
事
外
（
文
、
中
）、
満
座
こ
と
の
ほ
か
（
明
）　

感
し
侍
し
な
り
―
か
ん
し
侍
也
（
文
）、
感
し
侍
し
也
（
明
、
中
）　

耳
の
あ
る
―
耳
あ
る

（
明
）　

い
か
ほ
と
―
い
か
程
か
（
文
）　

面
目
か
ま
し
か
り
し
事
也
―
面
目
か
ま
し
く
侍
（
文
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

76
、
色
残
す
か
ざ
し
の
荻
の
枯
葉
か
な
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神
無
月
十
日
あ
ま
り
の
比
、
人
の
住
吉
法
楽
と
て

　
　
　

興
行
し
侍
れ
ば
な
り
。
か
の
、
須
磨
よ
り
の
帰
り
申
し
に
、
住
吉
詣
で
し
、
神
楽
な
ど
さ
せ
給
ひ
し
の
ち
、

　
　
　

時
雨
な
ど
し
侍
れ
ば
、
神
楽
の
後
、
頭
中
将
か
な
で
給
へ

　
　
　

と
て
、
に
は
か
の
事
に
侍
れ
ば
、
上
の
袖
を
ほ
こ
ろ
ば
し
、

　
　
　

荻
の
枯
れ
枝
を
か
ざ
し
て
舞
ひ
給
へ
る
、
艶
深
き

　
　
　

こ
と
を
思
ひ
出
だ
し
て
申
し
侍
り
。
こ
の
発
句
は
、
当
座
、

　
　
　

事
の
外
あ
ひ
に
あ
へ
る
と
て
感
じ
侍
り
し
な
り
。
耳
の
あ
る

　
　
　

連
衆
た
ち
に
て
侍
り
し
か
ば
、
い
か
ほ
ど
面
目
が
ま
し
か
り
し
事
な
り
。

【
語
釈
】
◯
色
の
こ
す
…
ま
だ
紅
葉
し
た
色
を
残
し
て
い
る
。
◯
か
ざ
し
の
荻
…
か
ざ
し
（
挿
頭
）
は
、
草
木
の
花
や
枝
葉
を
頭
髪
や
冠
に

か
ざ
っ
た
も
の
。
挿
頭
と
し
て
頭
に
飾
っ
た
荻
。
こ
の
表
現
が
『
源
氏
物
語
』
で
見
ら
れ
る
の
は
若
菜
下
巻
の
住
吉
詣
で
あ
る
。
↓
【
考

察
】　
『
河
海
抄
』
は
、
若
菜
巻
の
住
吉
詣
の
記
述
に
お
い
て
、「
荻
挿
頭
事
」
と
し
て
、「
人
長
の
事
也
尋
常
に
は
榊
を
も
つ
也
但
清
暑
堂
の

御
神
楽
の
試
楽
執
柄
家
に
て
お
こ
な
は
る
ゝ
時
か
れ
た
る
荻
の
枝
を
持
也
」
と
い
う
。『
源
氏
物
語
提
要
』、『
源
氏
一
滴
集
』
に
記
載
は
な

い
が
、
一
条
兼
良
は
、『
花
鳥
余
情
』
で
「
荻
を
か
さ
す
事
は
人
長
の
作
法
と
い
へ
り　

人
長
は
神
楽
に
あ
り　

東
遊
の
か
た
舞
の
事
に
い

へ
る
お
ほ
つ
か
な
し
」
と
『
河
海
抄
』
に
よ
り
つ
つ
も
疑
問
を
述
べ
、
ま
た
『
源
氏
物
語
之
内
不
審
条
々
』
で
は
、
神
楽
に
荻
を
か
ざ
し
て

舞
う
例
、
東
遊
に
荻
を
か
ざ
す
例
、
い
ず
れ
も
確
証
を
得
ら
れ
な
い
と
言
う
。
◯
枯
葉
か
な
…
枯
れ
た
葉
を
か
ざ
し
て
い
る
こ
と
よ
。
荻
の

枯
葉
は
、
若
菜
巻
の
住
吉
詣
に
関
し
て
、
祐
倫
の
『
光
源
氏
一
部
歌
』
が
「
わ
か
き
殿
上
人
は
た
か
き
萩マ
マ

の
し
ろ
く
か
れ
た
る
を
か
さ
し
て

み
し
か
き
物
を
ほ
の
か
に
舞
て
か
へ
り
い
る
い
と
お
も
し
ろ
し
」
と
記
し
、『
源
氏
大
鏡
』
一
類
本
で
あ
る
『
光
源
氏
一
部
謌
并
詞
』
で
も

「
わ
か
き
て
ん
上
人
た
ち
は
、
か
れ
た
る
お
き
の
し
ろ
き
を
か
さ
し
て
、
み
し
か
き
物
と
も
を
ま
い
て
帰
り
い
る
も
、
あ
か
す
お
も
し
ろ

し
」
と
着
目
し
て
記
す
。
さ
ら
に
、『
源
氏
こ
か
ゝ
み
』（
室
町
期
大
型
写
本
）
に
は
、
若
菜
下
の
源
氏
詞
と
し
て
「
か
れ
た
る
お
き
」
が
あ

り
、「
こ
れ
は
す
み
よ
し
の
か
れ
た
る
お
き
」
と
注
し
て
い
る
。『
源
概
抄
』
も
「
か
れ
た
る
荻
」
に
「
住
吉
ノ
カ
レ
ヲ
キ
ト
ハ
コ
レ
也
」
と
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注
し
て
い
た
。
源
氏
大
鏡
類
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
小
鏡
類
に
も
連
歌
詞
と
し
て
取
り
出
さ
れ
て
お
り
、
源
氏
物
語
の
梗
概
書
で
注
目
す
べ
き

箇
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
心
敬
と
同
時
代
頃
の
連
歌
師
が
着
目
し
や
す
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
◯
か
へ
り
ま
う
し
…
神
仏
へ
の
お
礼
参

り
を
い
う
。
◯
住
吉
法
楽
…
和
歌
や
連
歌
を
住
吉
の
神
に
奉
納
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
住
吉
法
楽
連
歌
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
敬

の
出
し
た
句
は
、
源
氏
物
語
の
住
吉
詣
の
場
面
か
ら
取
っ
て
お
り
、
住
吉
法
楽
に
ち
な
む
。
◯
感
情
ふ
か
く
…
し
み
じ
み
と
感
動
が
深
い
こ

と
。
→
73
語
釈　

◯
か
な
で
給
へ
…
お
舞
い
な
さ
い
。「
か
な
づ
」
は
舞
い
を
舞
う
こ
と
。
◯
ほ
こ
ろ
ば
し
て
…
脱
い
で
。「
ほ
こ
ろ
ば
す
」

は
脱
ぐ
こ
と
。
◯
あ
ひ
に
あ
へ
る
…
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
る
こ
と
。
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
。「
か
く
て
こ
そ
あ
ひ
に
あ
ひ
ぬ
れ

な
が
か
ら
ぬ
柴
の
袖
か
き
あ
さ
の
さ
衣
」（
草
根
集
・
山
家
・
4893
）。「
面
影
も
や
ど
さ
ば
や
ど
れ
ま
す
か
が
み
あ
ひ
に
あ
ひ
ぬ
る
秋
夜
の

月
」（
春
夢
草
・
恋
下
・
寄
鏡
恋
・
1709
）。
◯
耳
の
あ
る
連
衆
た
ち
…
耳
の
肥
え
た
一
座
の
参
加
者
た
ち
。
連
歌
に
関
し
て
、
教
養
が
あ
り
、

理
解
力
・
鑑
賞
力
に
も
す
ぐ
れ
た
参
加
者
た
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
句
は
『
心
玉
集
』、『
芝
草
句
内
発
句
』
の
配
列
位
置
か
ら
、
在

京
時
の
発
句
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
が
、
い
つ
の
ど
ん
な
百
韻
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
◯
面
目
が
ま
し
…
名
誉
を
得
て
、
面
目
が

立
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
こ
と
。
住
吉
法
楽
連
歌
の
発
句
と
し
て
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
と
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
考
察
】『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
光
源
氏
が
須
磨
よ
り
帰
京
し
、
須
磨
で
の
住
吉
明
神
へ
の
願
が
か
な
え
ら
れ
た
お
礼
の
住
吉
参
詣
を
な

し
た
の
は
『
源
氏
物
語
』
澪
標
の
巻
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
物
語
の
記
述
に
は
、「
そ
の
秋
、
住
吉
に
詣
で
た
ま
ふ
。
願
ど
も
は
た

し
た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
、
い
か
め
し
き
御
歩
き
に
て
、
世
の
中
ゆ
す
り
て
、
上
達
部
殿
上
人
、
我
も
我
も
と
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
」
と
あ
る
の

み
で
、
頭
中
将
の
舞
な
ど
の
記
述
は
な
い
。
頭
中
将
の
舞
は
、
紅
葉
賀
巻
で
の
、
光
源
氏
と
の
青
海
波
の
舞
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
は
清
涼
殿

前
庭
で
の
試
楽
と
、
朱
雀
院
の
行
幸
の
舞
楽
で
あ
り
、
か
ざ
し
は
紅
葉
と
菊
で
あ
っ
た
。
光
源
氏
は
若
菜
下
の
巻
で
も
、
明
石
入
道
が
住
吉

の
神
に
立
て
た
願
の
願
ほ
ど
き
の
た
め
に
住
吉
参
詣
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
舞
人
た
ち
が
枯
れ
た
荻
を
か
ざ
し
に
舞
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
心
敬
の
念
頭
に
あ
っ
た
住
吉
詣
は
若
菜
下
の
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。
青
表
紙
本
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　

十
月
中
の
十
日
な
れ
ば
、
神
の
斎
垣
に
は
ふ
葛
も
色
変
り
て
、
松
の
下
紅
葉
な
ど
、
音
に
の
み
秋
を
聞
か
ぬ
顔
な
り
。
こ
と
ご
と
し
き

高
麗
唐
土
の
楽
よ
り
も
、
東
遊
の
耳
馴
れ
た
る
は
、
な
つ
か
し
く
お
も
し
ろ
く
、
波
風
の
声
に
響
き
あ
ひ
て
、
さ
る
木
高
き
松
風
に
吹
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き
た
て
た
る
笛
の
音
も
、
外
に
て
聞
く
調
べ
に
は
変
り
て
身
に
し
み
、
琴
に
う
ち
合
は
せ
た
る
拍
子
も
、
鼓
を
離
れ
て
と
と
の
へ
と
り

た
る
方
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
ら
ぬ
も
、
な
ま
め
か
し
く
す
ご
う
お
も
し
ろ
く
、
所
が
ら
は
ま
し
て
聞
こ
え
け
り
。
山
藍
に
摺
れ
る
竹

の
節
は
松
の
緑
に
見
え
ま
が
ひ
、
か
ざ
し
の
花
の
い
ろ
い
ろ
は
秋
の
草
に
異
な
る
け
ぢ
め
分
か
れ
で
何
ご
と
に
も
目
の
み
紛
ひ
い
ろ

ふ
。
求
子
は
つ
る
末
に
、
若
や
か
な
る
上
達
部
は
肩
ぬ
ぎ
て
お
り
た
ま
ふ
。
に
ほ
ひ
も
な
く
黒
き
袍
衣
に
、
蘇
芳
襲
の
、
葡
萄
染
の
袖

を
に
は
か
に
ひ
き
綻
ば
し
た
る
に
、
紅
深
き
衵
の
袂
の
う
ち
し
ぐ
れ
た
る
に
け
し
き
ば
か
り
濡
れ
た
る
、
松
原
を
ば
忘
れ
て
、
紅
葉
の

散
る
に
思
ひ
わ
た
さ
る
。
見
る
か
ひ
多
か
る
姿
ど
も
に
、
い
と
白
く
枯
れ
た
る
荻
を
高
や
か
に
か
ざ
し
て
、
た
だ
一
か
へ
り
舞
ひ
て
入

り
ぬ
る
は
、
い
と
お
も
し
ろ
く
飽
か
ず
ぞ
あ
り
け
る
。

心
敬
は
、
源
氏
本
文
で
は
「
若
や
か
な
る
上
達
部
」
の
な
し
た
、
袍
の
右
肩
を
脱
い
だ
所
作
を
、
頭
中
将
の
所
作
と
す
る
。
こ
れ
は
テ
キ
ス

ト
に
よ
ら
ず
、
記
憶
に
よ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
梗
概
書
等
に
よ
っ
た
か
。
も
し
く
は
心
敬
自
身
の
意
図
的
脚
色
か
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
879
、
心
玉
集
（
野
）
341
、
芝
草
句
内
発
句
360
、
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）
2623
、
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）
88

【
現
代
語
訳
】

ま
だ
枯
れ
る
前
の
色
を
残
し
て
い
る
、
か
ざ
し
に
し
た
荻
の
枯
葉
で
あ
る
こ
と
だ
よ
。

　
　
　

旧
暦
十
月
の
十
日
く
ら
い
の
頃
に
、
あ
る
人
が
住
吉
法
楽
の
た
め
に
と
い
う
の
で
連
歌
を
張
行
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
句
を
詠
ん
だ

の
で
あ
る
。

　
　
　

あ
の
（
源
氏
物
語
の
）、（
光
源
氏
が
）
須
磨
か
ら
の
帰
京
の
お
礼
の
報
告
に
住
吉
詣
で
を
し
、
神
楽
な
ど
を
お
さ
せ
な
さ
っ
た
後

に
、
時
雨
な
ど
が
降
り
ま
し
た
の
で
、
神
楽
の
後
に
、
頭
中
将
が
お
舞
い
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
突
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た

か
ら
、
上
着
の
袖
を
ゆ
る
め
て
、
荻
の
枯
れ
枝
を
か
ざ
し
て
舞
わ
れ
た
と
い
う
、
大
変
優
美
で
あ
る
事
柄
を
思
い
出
し
て
、
申
し
ま

し
た
。

　
　
　

こ
の
発
句
は
、
当
座
の
場
で
、
と
り
わ
け
、
句
の
様
子
が
そ
の
時
の
状
況
に
ぴ
っ
た
り
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
皆
が
感
動
し

た
も
の
で
す
。
耳
の
肥
え
た
参
加
者
た
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
ば
か
り
面
目
が
立
つ
よ
う
な
思
い
で
誇
ら
し
か
っ
た
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こ
と
で
し
ょ
う
か
。

【
備
考
】
文
明
五
年
の
芝
草
内
連
歌
合
（
天
理
本
）
で
は
、
こ
の
句
は
「
こ
と
の
葉
に
さ
む
き
色
そ
ふ
風
も
が
な
」
と
番
わ
せ
ら
れ
、「
吉

持
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
（
芝
草
内
連
歌
合
（
松
平
本
）
も
同
じ
）。

　

明
応
本
は
、
本
能
寺
本
の
番
号
に
い
う
76
、
77
句
の
順
序
が
逆
で
、
77
、
76
句
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
季
節
の
推
移
か
ら
見
れ
ば
、
明
応

本
の
配
列
順
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。
心
敬
が
芝
草
か
ら
発
句
を
何
度
か
書
き
抜
く
際
に
、
配
列
を
直
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

紅
の
塵
を
都
の
木
葉
か
な

　
　
　

紫
陌
紅
塵
な
と
ゝ
て
都
を
た
と
へ
え
ん
な
る

　
　
　

所
な
れ
は
都
の
木
葉
は
紅
の
塵
か
と
な
り

【
校
異
】

紅
の
塵
を
―
紅
の
ち
り
を
（
文
）、
く
れ
な
ゐ
にの
歟

塵
を
（
明
）　

都
の
木
葉
か
な
―
み
や
こ
の
木
葉
か
な
（
文
）、
都
の
木
葉
哉
（
明
）、
都
の

木
の
葉
か
な
（
中
）　

紫
陌
紅
塵
―
紫
泊
紅
塵
（
文
）　

た
と
へ
え
ん
な
る
所
―
え
ん
な
る
事
に
た
と
へ
侍
る
（
明
）　

木
葉
は
―
落
葉
は

（
明
）　

紅
の
塵
か
と
な
り
―
紅
の
塵
か
と
也
（
文
）、
紅
塵
か
と
也
（
中
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

77
、
紅
の
塵
を
都
の
木
の
葉
か
な

　
　
　

紫
陌
紅
塵
な
ど
と
て
、
都
を
た
と
へ
、
艶
な
る

　
　
　

所
な
れ
ば
、
都
の
木
の
葉
は
紅
の
塵
か
と
な
り
。

【
語
釈
】
◯
紅
の
塵
…
「
紅
塵
」
か
ら
、
そ
も
そ
も
は
市
街
地
に
立
つ
土
ぼ
こ
り
な
ど
を
言
い
、
そ
こ
か
ら
繁
華
な
都
市
を
さ
す
。「
紅
塵
ト
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テ
世
間
ヲ
紅
塵
ニ
喩
タ
ル
也
」（
六
花
集
註
（
蓬
左
文
庫
本
）・
後
掲
藤
原
光
俊
歌
の
注
）。
こ
こ
は
、
そ
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
な
都
に
立
つ

塵
そ
の
も
の
を
さ
し
て
い
る
。
連
歌
に
お
い
て
は
、
心
敬
以
外
で
は
、
永
正
年
間
に
詠
ま
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。「
苔
深
き
み
ど
り
の
ほ
ら

は
紅
の
ち
り
の
ほ
か
な
る
す
み
か
な
り
け
り
」（
夫
木
抄
・
塵
・
六
帖
題
・
7990
・
衣
笠
家
良
）。「
ま
し
は
れ
る
神
や
染
な
す
紅
の
ち
り
に
か

す
め
る
世
は
春
に
し
て
」（
草
根
集
・
早
春
・
8957
・
宝
徳
二
年
六
月
二
日
詠
）。「
立
ち
つ
と（

マ
マ
）も

四
方
の
霞
に
紅
の
ち
り
ぞ
都
の
山
と
成
る
ら

む
」（
六
華
和
歌
集
・
105
・
藤
原
光
俊
）。
高
い
山
も
ふ
も
と
の
塵
よ
り
成
る
と
述
べ
る
古
今
集
仮
名
序
か
ら
、
光
俊
の
歌
は
紅
の
塵
が
都
の

山
と
な
る
と
た
と
え
る
が
、
心
敬
は
紅
の
塵
は
都
に
散
り
落
ち
た
紅
葉
で
あ
る
と
見
た
。
ま
た
、
行
助
の
次
の
句
は
「
塵
」
に
「
紅
」
を
付

け
て
い
よ
う
。「
は
て
は
塵
と
や
は
な
の
ち
る
ら
ん
／
く
れ
な
ゐ
は
春
の
わ
か
葉
を
始
に
て
」（
行
助
句
集
・
1607
／
1608
）。
◯
都
…
「
都
」
を

「
見
や
（
る
）」
と
掛
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
◯
紫
陌
…
都
の
市
街
。
都
の
道
路
。
◯
紫
陌
紅
塵
…
都
の
に
ぎ
や
か
な
通
り
の
塵
。「
紫
陌

紅
塵
拂
面
来　

無
人
不
道
看
花
回
」（
元
和
十
一
年
自
朗
州
召
至
京
戲
贈
看
花
諸
君
子
・
劉
禹
錫
）。「
万
頃
の
天
に
自
ら
遊
ん
で
、
紅
塵
の

外
に
白
頭
の
翁
と
な
り
に
け
り
」（
太
平
記
・
巻
四
呉
越
戦
の
事
）。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
野
）
338
、
心
玉
集
（
静
）
876
、
芝
草
句
内
発
句
372

【
現
代
語
訳
】

賑
や
か
な
都
会
の
紅
の
塵
を
見
や
れ
ば
、
そ
れ
は
都
に
散
り
敷
い
た
紅
葉
し
た
木
の
葉
で
あ
る
こ
と
よ
。

　
　
　

紫
陌
紅
塵
な
ど
と
い
っ
て
、
都
を
た
と
え
、
お
し
ゃ
れ
で
粋
な
場
所
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
都
の
落
ち
葉
は
、
さ
し
ず
め
紅

の
塵
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

秋
の
葉
は
雪
気
の
雲
を
な
こ
り
哉

　
　
　

雪
気
の
雲
は
黄
色
な
る
と
い
ひ
な
ら
は
し
侍
れ
は

　
　
　

秋
の
葉
の
色
の
な
こ
り
は
是
ま
て
と
云
り
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【
校
異
】

を
な
こ
り
哉
―
を
名
残
か
な
（
文
）、
の
名
残
哉
（
中
）　

雪
気
の
雲
―
雪
け
の
雲
（
文
）　

黄
色
な
る
―
黄
な
る
（
文
）　

い
ひ
―
云
ひ
（
中
）　

の
な
こ
り
は
是
ま
て
と
云
り
―
名
残
は
は
や
是
ま
て
と
い
へ
り
（
文
）、
の
名
残
は
是
ま
て
と
い
へ
り
（
中
）

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】

78
、
秋
の
葉
は
雪
気
の
雲
を
な
ご
り
か
な

　
　
　

雪
気
の
雲
は
黄
色
な
る
と
、
言
ひ
な
ら
は
し
侍
れ
ば
、

　
　
　

秋
の
葉
の
色
の
な
ご
り
は
是
ま
で
と
云
へ
り
。

【
語
釈
】
◯
雪
気
…
い
ま
に
も
雪
が
降
り
出
し
そ
う
な
様
子
。「
は
る
さ
え
て
ゆ
き
げ
に
か
す
む
こ
と
し
か
な
」（
成
立
不
詳
宗
砌
以
前
何
木

百
韻
（
は
る
さ
え
て
）・
発
句
）。「
こ
り
つ
む
柴
を
は
こ
ふ
通
路
／
今
朝
よ
り
や
雪
気
に
さ
ゆ
る
雲
の
色
」（
寛
正
二
年
正
月
二
十
五
日
何
路

百
韻
・
24
／
25
・
行
印
／
久
泰
）。
◯
雪
気
の
雲
…
雪
に
な
り
そ
う
な
気
配
を
見
せ
て
い
る
雲
。「
空
さ
ゆ
る
雪
げ
の
雲
も
す
み
が
ま
の
け
ぶ

り
に
ま
が
ふ
大
は
ら
の
山
」（
新
続
古
今
集
・
冬
・
733
・
民
部
卿
為
明
）。「
雪
気
の
雲
」
は
、
拾
玉
集
に
多
く
、
七
例
見
ら
れ
る
。「
ひ
ら
の

山
に
雪
げ
の
雲
は
見
ゆ
れ
ど
も
都
の
空
は
時
雨
の
み
し
て
」（
拾
玉
集
・
一
日
百
首
・
932
・
雪
）。
時
雨
が
降
り
そ
れ
が
雪
に
変
わ
る
天
候

は
、
雲
の
様
で
い
え
ば
時
雨
雲
が
雪
気
の
雲
に
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。「
ま
た
れ
つ
る
雪
げ
か
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
い

ま
だ
時
雨
の
雲
に
ざ
り
け
る
」（
源
三
位
頼
政
集
・
待
初
雪
・
294
）。「
時
雨
ト
ア
ラ
バ
、
雪
気
の
雲
」（
連
珠
合
璧
集
）。
◯
黄
色
…
雪
気
の

雲
の
色
を
黄
色
と
し
た
発
想
の
句
は
心
敬
の
ほ
か
管
見
に
入
ら
な
い
。
た
だ
、
心
敬
は
和
歌
に
も
こ
の
言
葉
を
詠
ん
で
い
る
。「
神
な
月
秋

の
紅
葉
の
一
し
ほ
に
雪
げ
の
雲
を
そ
む
る
雨
か
な
」（
心
敬
集
・
冬
雨
・
410
）。
本
句
の
自
注
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の
歌
の
発
想
の
根
底
に

も
、
雨
に
よ
り
染
め
ら
れ
た
黄
葉
と
雲
の
色
の
類
似
を
考
え
る
気
持
ち
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
存
伝
本
（
島
原
松
平
文
庫
本
、
続
群
書
類

従
本
）
は
「
紅
葉
」
の
字
を
当
て
る
。
◯
言
ひ
な
ら
は
す
…
世
の
中
で
は
そ
の
よ
う
に
皆
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
892
、
心
玉
集
（
野
）
353
、
芝
草
句
内
発
句
383
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【
現
代
語
訳
】

秋
の
黄
葉
し
た
葉
は
、
雪
気
の
雲
を
そ
の
色
の
な
ご
り
と
し
て
と
ど
め
て
い
る
の
だ
な
あ
。

　
　
　

雪
が
降
り
だ
す
気
配
を
み
せ
て
い
る
雪
気
の
雲
は
黄
色
で
あ
る
と
世
間
で
は
言
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋
の
黄
葉
し
た
木
の
葉
の
色

の
な
ご
り
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
も
あ
る
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

【
考
察
】

　
「
雪
気
の
雲
」
の
色
に
関
し
て
、
荒
木
健
太
郎
氏
（
気
象
庁
気
象
研
究
所
予
報
研
究
部
研
究
官
）
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
朝
か
夕
方
に
太

陽
高
度
が
低
い
場
合
、
レ
イ
リ
ー
散
乱
の
影
響
で
波
長
の
長
い
暖
色
系
の
色
が
残
り
、
こ
れ
に
よ
り
雲
の
色
が
黄
色
を
含
め
暖
色
系
に
な
る

こ
と
は
よ
く
あ
る
。
会
津
で
は
、
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
日
本
海
上
で
発
達
し
た
積
雲
も
し
く
は
積
乱
雲

が
谷
筋
な
ど
を
通
っ
て
き
て
降
雪
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
朝
か
夕
方
に
日
本
海
側
か
ら
流
入
し
た
積
乱
雲
な
ど
の
雲
が
、
レ
イ
リ
ー
散
乱
で

暖
色
と
な
っ
た
太
陽
光
を
受
け
、
黄
色
っ
ぽ
く
見
え
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
会

津
の
み
な
ら
ず
京
都
、
関
東
南
部
で
も
起
こ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
は
朝
の
時
間
帯
に
そ
の
日
の
天
気
を
予
想
す
る
も
の
と
し
て

言
わ
れ
て
い
た
観
天
望
気
の
言
葉
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。

　

氏
の
ご
教
示
の
通
り
、
心
敬
の
周
辺
で
は
、
天
候
の
変
化
の
き
ざ
し
が
仔
細
に
観
察
さ
れ
、
黄
色
っ
ぽ
い
積
乱
雲
が
見
え
れ
ば
雪
に
な
る

と
い
っ
た
、
天
候
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
が
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
芝
草
句
内
岩
橋
』
は
文
明
二
年
七
月
に
会
津
で
兼
載
に
与
え
ら

れ
て
い
る
が
、
心
敬
は
文
明
二
年
春
に
河
越
に
お
り
、
日
光
か
ら
会
津
、
白
河
へ
の
旅
に
出
る
。
そ
の
う
ち
会
津
滞
在
は
晩
夏
か
ら
初
秋
に

か
け
て
で
あ
り
、
京
都
ま
た
関
東
で
耳
に
し
た
言
葉
か
ら
発
想
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
心
敬
集
410
歌
は
、「
冬
雨
」
題
で
、

神
無
月
に
雨
を
降
ら
せ
る
雲
の
色
に
、
秋
の
紅
葉
の
色
が
受
け
継
が
れ
た
と
み
て
お
り
、
句
の
表
す
時
期
が
わ
か
る
。

　

76
、
77
、
78
と
色
彩
を
意
識
し
た
句
が
続
き
、
身
の
ま
わ
り
の
自
然
の
色
彩
に
関
す
る
、
心
敬
の
鋭
い
感
受
性
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
句
は
、
明
応
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
句
の
出
入
り
が
本
文
系
統
の
一
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い
る
（
↓
伊
藤
伸
江
「
芝
草
伝

本
の
一
考
察
│
大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
芝
草
』『
芝
草
抄
』
の
紹
介
と
『
芝
草
抄
』
翻
刻
│
」（「
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
」
第
五
号
・
平
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成
三
一
・
三
））。
す
な
わ
ち
、
明
応
本
は
、
句
の
配
列
が
75
、
77
、
76
と
な
り
、
明
応
本
系
統
の
特
徴
を
持
つ
伝
本
で
あ
る
書
陵
部
本
『
志

波
久
佐
』
は
こ
の
句
を
77
句
の
後
に
イ
本
よ
り
行
間
に
挿
入
し
て
い
る
。
大
阪
天
満
宮
本
『
連
歌
芝
草
』
も
、
明
応
本
同
様
に
75
、
77
、
76

の
配
列
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
文
明
本
、
中
京
大
学
本
は
本
能
寺
本
と
同
一
の
配
列
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
翻
刻
】

篠
か
し
け
橋
に
霜
ふ
る
山
路
哉

　
　
　

ま
こ
と
に
山
路
の
さ
ま
を
申
た
て
侍
り
木
の
ね

　
　
　

岩
の
は
さ
ま
に
小
篠
は
か
し
け
て
一
す
ち
の
朽
木
の

　
　
　

橋
に
の
み
霜
こ
ほ
り
侍
る
と
也
此
句
に
水
辺
な
と
ま
せ

　
　
　

侍
ら
は
無
下
に
感
情
を
く
れ
侍
る
へ
く
哉

【
校
異
】

霜
ふ
る
山
路
哉
―
霜
ふ
る
や
ま
ち
か
な
（
文
）、
霜
降
山
路
哉
（
明
）、
霜
ふ
る
山
路
か
な
（
中
）　

ま
こ
と
に
―
誠
（
文
）、
寔
（
明
）、
誠

に
（
中
）　

さ
ま
を
申
た
て
侍
り
―
様
を
申
度
侍
り
（
文
）、
さ
ま
を
申
た
て
侍
り
（
明
）　

木
の
ね
―
木
の
根
（
文
、
明
、
中
）　

か
し
け
て

―
か
し
け
は
て
（
文
、
明
）　

一
す
ち
―
一
筋
（
明
）　

朽
木
の
橋
に
の
み
―
朽
木
橋
に
の
み
（
文
）、
朽
木
の
橋
に
は
（
明
）　

霜
こ
ほ
り
侍

る
と
也
―
霜
こ
ほ
り
侍
る
と
也
（
文
）、
霜
白
く
氷
り
侍
と
也
（
明
）、
霜
氷
侍
る
と
也
（
中
）　

ま
せ
侍
ら
は
―
さ
せ
侍
ら
は
（
文
）、
交
り

侍
ら
ぬ
を
（
明
）、
よ
せ
侍
ら
は
（
中
）　

無
下
に
感
情
を
く
れ
侍
る
へ
く
哉
―
無
下
に
か
ん
せ
ひ
を
く
れ
侍
る
へ
く
や
（
文
）、
粉
骨
也

（
明
）、
無
下
に
感
情
を
く
れ
侍
へ
く
哉
（
中
）

※
な
お
、
発
句
に
関
し
て
連
歌
大
観
は
「
山
路
か
な
」
と
記
す
が
「
山
路
哉
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
本
文
】
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79
、
篠
か
し
げ
橋
に
霜
降
る
山
路
か
な

　
　
　

ま
こ
と
に
山
路
の
さ
ま
を
申
し
た
て
侍
り
。
木
の
根
、

　
　
　

岩
の
は
ざ
ま
に
小
篠
は
か
し
げ
て
、
一
筋
の
朽
木
の

　
　
　

橋
に
の
み
、
霜
こ
ほ
り
侍
る
と
な
り
。
此
句
に
、
水
辺
な
ど
混
ぜ

　
　
　

侍
ら
ば
、
無
下
に
感
情
後
れ
侍
る
べ
く
や
。

【
語
釈
】

◯
篠
…
群
生
し
た
、
背
丈
の
高
く
な
い
竹
。「
篠
ト
ア
ラ
バ
、
小
ざ
　ゝ

玉
ざ
　ゝ

を
ざ
ゝ
が
原　

さ
ゝ
の
く
ま
な
ど
い
ふ
。」（
連
珠
合
璧
集
）。「
里

も
あ
せ
篠
分
る
霜
の
山
か
つ
も
か
し
け
行
冬
の
末
の
哀
さ
」（
草
根
集
・
山
路
篠
・
7756
・
享
徳
元
年
十
月
二
十
日
詠
）。
◯
朽
木
の
橋
…
く
ち

は
て
た
木
の
橋
。「
道
の
く
の
朽
木
の
橋
も
中
た
え
て
ふ
み
だ
に
今
は
か
よ
は
ざ
り
け
り
」（
堀
河
百
首
・
橋
・
1440
・
河
内
）。
◯
無
下
に
感

情
後
れ
…
は
な
は
だ
し
く
情
趣
が
少
な
く
な
り
。「
感か
ん
せ
い情

」
は
73
、
75
句
参
照
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
887
、
芝
草
句
内
発
句
361
、
所
々
返
答
第
三
状

【
補
説
】
所
々
返
答
第
三
状
で
は
、
こ
の
句
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

愚
句
に
、

　
　
　

篠
か
し
げ
橋
に
霜
ふ
る
山
ぢ
哉

　

こ
れ
も
、
さ
せ
る
ふ
し
な
く
侍
ど
も
、
五
文
字
（
の
）
す
ゑ
に
橋
の
縁
語
を
申
さ
ず
（
し
）
て
、
ひ
と
へ
に
山
路
の
木
の
根
・
岩
が
ね

に
、
お
ろ
そ
か
に
う
ち
か
け
た
る
風
体
、
水
辺
の
物
を
申
ざ
る
を
、
作
者
（
の
）
粉
骨
と
存
侍
る
歟
。

一
句
の
中
に
、「
橋
」
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
水
辺
の
景
物
を
入
れ
る
こ
と
を
し
な
い
、
と
い
う
点
が
、
心
敬
の
最
も
苦
心
し
た
点
で
あ
る
、
と

言
う
。
一
句
に
山
類
と
水
辺
の
語
句
が
両
方
入
る
と
、
句
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

自
注
「
ま
せ
侍
ら
は
」
の
部
分
の
本
文
校
異
で
、「
ま
せ
」
は
、
文
明
本
は
「
さ
せ
」、
中
京
大
学
本
は
「
よ
せ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
伝

本
の
本
文
で
は
、
付
合
で
、
山
類
の
前
句
に
水
辺
の
付
句
で
付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、『
所
々
返
答
』
の
本
文
か
ら
、
自
注
は
一
句
内
に
水
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辺
と
山
類
を
表
す
語
句
が
混
在
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
明
本
、
中
京
大
学
本
の
本
文
が
、
こ
の
句
に
関
し
本
能
寺
本

よ
り
も
劣
る
こ
と
が
確
認
し
う
る
。

【
現
代
語
訳
】

篠
は
傾
い
て
、
橋
に
は
霜
が
降
り
つ
も
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
山
路
の
さ
ま
で
あ
る
こ
と
よ
。

　
　
　

本
当
に
、
山
路
の
様
子
を
申
し
述
べ
た
も
の
で
す
。
木
の
根
や
岩
の
狭
間
に
、
小
篠
が
傾
い
て
生
え
て
お
り
、
一
本
の
朽
ち
た
木
の

橋
に
だ
け
、
霜
が
白
く
凍
り
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
句
に
、
水
辺
の
言
葉
な
ど
を
混
ぜ
ま
し
た
な
ら
ば
、
絶
対
に
ひ
ど
く
情
趣

が
劣
っ
て
し
ま
う
は
ず
で
す
よ
。

”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””

【
引
用
文
献
典
拠
一
覧
】

和
歌
の
引
用
は
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、『
草
根
集
』
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
本
に
よ
っ
た
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に

よ
っ
た
場
合
に
は
、（
類
題
本
）
と
注
し
て
い
る
）。
ま
た
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
西
本
願
寺
本
（
旧
国
歌
大
観
番
号
）
に
よ
り
、
引
用

は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
て
い
る
。
連
歌
関
係
そ
の
他
、
引
用
は
左
記
に
記
す
が
、『
連
歌
大
観
』
第
一
巻
（
古
典
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
・
平
成
二
八
）
を
適
宜
参
照
し
て
い
る
。

式
目
の
引
用
は
京
大
本
『
連
歌
初
学
抄
』（『
京
都
大
学
蔵
貴
重
連
歌
資
料
集
一
』（
平
成
一
三
・
臨
川
書
店
）（
連
歌
新
式
、
新
式
今
案
共

に
））
に
よ
る
。『
連
歌
新
式
追
加
並
新
式
今
案
等
』
を
参
考
と
し
て
挙
げ
る
場
合
は
、
木
藤
才
蔵
『
連
歌
新
式
の
研
究
』（
平
成
一
一
・
三

弥
井
書
店
）
所
収
太
宰
府
天
満
宮
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

連
珠
合
璧
集
…
中
世
の
文
学
『
連
歌
論
集
（
一
）』（
三
弥
井
書
店
・
昭
和
四
七
）

竹
林
抄
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
竹
林
抄
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
一
）

新
撰
菟
玖
波
集
…
『
新
撰
菟
玖
波
集
全
釈
』
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竹
聞
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
２
『
竹
林
抄
古
注
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
四
）

所
々
返
答
…
中
世
の
文
学
『
連
歌
論
集
（
三
）』（
三
弥
井
書
店
・
昭
和
六
〇
）

源
概
抄
・
光
源
氏
一
部
謌
并
詞
・
源
氏
こ
か
ゝ
み
（
室
町
期
大
型
写
本
）
…
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
十
巻
』（
平
成
二
二
・
武
蔵
野
書

院
）

花
鳥
余
情
・
源
氏
物
語
之
内
不
審
条
々
…
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
二
巻
』（
昭
和
五
三
・
武
蔵
野
書
院
）

河
海
抄
…
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
昭
和
四
三
・
角
川
書
店
）

源
氏
物
語
…
日
本
古
典
文
学
全
集
本

六
花
集
註
…
古
典
文
庫
『
六
花
集
註
﹇
蓬
左
文
庫
本
﹈』（
昭
和
五
二
）

六
花
和
歌
集
…
古
典
文
庫
『
六
花
和
歌
集
』（
昭
和
四
七
）

心
敬
集
…
『
松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
13
巻
私
家
集
編
二
』（
新
典
社
・
平
成
一
〇
）

太
平
記
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本

大
谷
俊
太
「
新
出
・
新
潟
吉
田
文
庫
所
蔵
『
心
敬
難
題
百
首
自
注
』
に
つ
い
て
│
付
翻
刻
・
校
異
│
」（
か
が
み
・
第
四
十
二
号
（
大
東
急

記
念
文
庫
・
平
成
二
四
））
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